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Ⅲ 主題について

○ 学級の子どもたちは，２年生になって学校生活にも慣れ，さまざまな活動においても積極的に行動す

る姿が見受けられるようになってきている。特に，初めて「１年生」という下級生ができたこともあり，

一緒に遊んだりお世話したりするなど，お兄さん・お姉さんらしくふるまおうとはりきっている子ども

が多い。 
しかし，身近な家族が自分のために食事や身の回りのお世話をしてくれていることや，安全に過ごせ

るように見守ってくれていることを「有り難い」と感じながら生活している子どもは少ない。また，学

校生活では６年生が毎朝学校を掃除してくれたり，用務員さんが校舎を修繕してくれたりする姿を見て，

自分たちのためにお世話をしてくれる人々に対してお礼の言葉をかける場面もあまり見られず，中には，

自分がお世話をしてもらっていても更にわがままな言動や行動をとってしまう子どもも見られる。この

ことは，この時期の子どもたちの自己中心性が強いことや，身近な家族に支えてもらったことに対して

感謝することの重要性に気付かないで生活していることや，自分たちが上級生や学校の先生，地域の

人々に支えられているということを意識しないで生活していることが原因であると考える。

そこで，このような子どもたちの価値意識を高め，明るく楽しい生活を送るためには，まず子ども

たちにとって最も身近な家族の愛情に気付くこと，また，そういった人々に支えられて自分が存在して

いるという認識をもつこと，そしてそのような支えをしてくれる人々に対する尊敬と感謝の念を持つこ

とが大切であると考える。このことを念頭におきながら，身近で日頃お世話になっている人々の愛情に

気付き，感謝しようとする気持ちを高めて行きたい。

本時の授業では，これまで自分たちがどんな人にお世話になっているかアンケート調査をして児童

の実態を把握し，話し合い活動に取り入れて問題を把握させていきたい。また，登場人物の気持ちにつ

いてこれまでの自分の体験をもとにしながら語ったり，子ぎつねの気持ちを話し合わせたりすることで，

より高い価値へと変容させていきたい。そのために，次のような手立てを講じていく。

・ 導入場面での話し合いを深め，価値についてしっかり意識付けさせるために，事前にアンケート

をとる。また，そのアンケート結果から，児童一人一人が本時の価値についてどう捉えているのか

把握し，導入の話合い活動に生かす。さらに，最後の主体化の場面で最初の価値との変容が感じら

れるようにアンケート調査を生かす発問をする。（手立て１） 
・ 価値感得理解の場面で，子ぎつねが親ぎつねの献身的な愛情に気付いた時の気持ちについて子ど

もたちから同じような気持ちになったことはないかを発表させ，これまでの自分が経験してきたこ

とを話し合わせる。本時で深めてきた感謝について，発表者が自分の気持ちを具体的に伝えたり，

聞く側が発表者の考えについて，自分なりの考えを持つようにしたりしながら，気持ちを明確に理

解できるようにし，話合いを深めさせる。（手立て２） 
○ 低学年の指導項目２－（４）は，「日ごろ世話になっている人々に感謝する。」となっている。「日ご

ろお世話になっている人」とは自分の衣・食・住その他様々な場面で身の回りの面倒を見てくれる家族，

学校生活で支えてくれる上級生や教職員，登下校や行事等でお世話してくださる地域の人々と考える。

人は一人では生きて行けず，互いに支え，支えられ，協力し合いながら様々なものとかかわり合って生

きている。低学年の子どもたちはとかく利己的で，権利を主張したり，他人に対し不平や不満，非難を

するが，それでは心も人間関係も豊かにならない。人は多くの人々の有形・無形の援助や協力によって

人間として生きていくことができるのであり，他人が自分のためにしてくれた思いやりや様々な好意・

親切にふれた時，自ずとわいてくる素朴な心情が感謝の心へと育っていくものである。

○ 本資料は，子を思う母ぎつねと母に対する子ぎつねの気持ちを描いた作品である。おなかをすかせて

鳴いている子ぎつねのために母ぎつねは，いくつもの山を越えてぶどうを採りに行く。しかし，巣の近

くまで来て休んでいるときに猟師がやってきて愛する子ぎつねに危険が降りかかってしまう。子ぎつね

においしいものを食べさせてあげたいとえさをとりに行く親ぎつねの思い，自分を犠牲にしてまで命を

救ってくれた母ぎつねに気付き，子ぎつねが感謝の気持ちをこめて母ぎつねに呼びかけるときの気持ち

を話し合うことは，子どもたちが母ぎつね，子ぎつねの気持ちに共感しながら身近でお世話してくれる

人の愛情に気付き，感謝しようとする心情を感得することのできる適切な資料であると考える。



Ⅳ 指導の構想

「日ごろお世話になっている人々に感謝しようとする心」を育てる学級における指導の構想図

月 学級活動・体験的活動 道徳の時間 各教科の学習 日常指導・その他

（学）学級活動

（行）学校・児童会行事

（体）体験的な活動

尊敬・感謝に関する主題を重点

的に行う。 
左記の道徳の時間にかかわり

のある学習と関連を図る。 
（体）体験的な活動

子どもの実態に即し，

継続的な指導を図る。 
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○ 子どもたちがすすんで思いや

りのある行動ができるように働

きかけたり，よい行いをした子

を教師が紹介したりする。

○ 朝や帰りの会で友達にしても

らってうれしかったことを発表

させ，みんなで認め合えるよう

にさせる。

○ 教師が子どもたちとともに活

動しながら，お世話になってい

る人に感謝しようとする心情を

深めさせるようにする。

○ 様々な生活場面において，相

手の立場に立って考えることの

大切さを伝える。

○ 学級の子どもたち全員のかか

わりが深まるように運動時間に

意図的にみんなで遊ぶ日を設

け，活動させる。

○ 教室掲示の中に，「感謝の木」

を作り，子どもたちの感謝の輪

が広がるようにする。

○ 家庭との連携を密にしたり，

他の職員と情報交換を密にした

りするなどし，児童一人一人の

実態把握に努める。

＜担任の基本姿勢＞

① 子ども同士，教師と子どもという関係をよりよ

いものにするために，ふれあう機会を設け，信頼

し合い助け合う学級風土をつくる。

② 学校生活で支えられている場面を意図的に取り

上げて気付かせ，その支えに対して感謝する言動

を認め，励ましていく。

環境づくり

・ 友だち同士で感謝の気持ちを

言い合えるように「ありがとうカ

ード」に取り組み，感謝したりさ

れたりする気持ちにふれる機会

を設ける。

・ 朝や帰りのあいさつでお互い

のよさを認め合う場を設定する。

・ ノートや資料からお世話にな

っている人々に感謝した生活を

している場面の絵や写真を掲示

し，雰囲気づくりをする。

家庭との連携

・ 学年報や連絡帳などを活用しな

がら目指す子ども像に向かう子ど

もの姿を伝えていく。

地域との連携

・ 子ども会や地域の行事などの活

動を通してよりよい人間関係が育

成されることができるように連携

を図る。 

教 師 の 願 い

日ごろお世話になっている人々に気付き，

感謝することの大切さを感じ取り，行動に表

す子どもに育って欲しい。

＜目指す子ども像＞ 
・ 身近な人々からお世話になって生活を送ってい

ることに気づくことができる子ども

・ お世話になっている人々に感謝の気持ちを表す

ことができる子ども

○「１年生を迎える朝会」（行） 
１年生をあたたかく迎えるとともに，

他学年の思いやりにふれ，感謝した学校

生活を送ろうとする意欲を高める。

○ 生活（体） 
「とびだせ仁王たんけんたい」

学区探検で引率してくれた学習ボラン

ティアのおうちの方々に感謝の手紙を書

くことができる。

○ 国語

「サンゴの海の生き物たち」

生き物たちが互いに役立っていること

を，事柄の順序を考えながら読む。 

○ 生活

「かぞくっていいな」

一人一人に大切な家族があることや自

分は家族に支えられて生活していること

に気づくことができる。

○「１学期まとめ集会をしよう」（学） 
１学期お世話になった人々に感謝し，

ありがとうの気持ちを伝える。

◆「きつねとぶどう」（６月） 
尊敬・感謝

身近でお世話してくれる人の愛情に

気付き，感謝しようとする心情を育て

る。＜家族に対する感謝＞

○「教生の先生とのお別れ会をしよう」

（学） 
お世話になった教生の先生に感謝し，

ありがとうの気持ちを伝える。

○「進級を祝う会」（学） 
１年間の成長を発表するとともに，こ

れまでお世話になった人々に感謝し，あ

りがとうの気持ちを伝える。

○「給食室の先生方に感謝の気持ちをと

どけよう」（学） 
給食室の先生方の苦労を知り，日々の

仕事に感謝しながらありがとうの気持ち

を伝える。

○「６年生に感謝の気持ちを伝えよう」

（学）お世話になった６年生に感謝し，

ありがとうの気持ちを伝える。

◆「ごほうび」（３月） 
尊敬・感謝

日ごろ自分たちの世話してくれる人々

に対して感謝する心情を育てる。

＜地域の人々に対する感謝＞

○ 生活（体） 
「とびだせ仁王たんけんたいⅡ」 
盛岡駅で働く人や利用する人々の様子

を知り，マナーや安全に気をつけて利用す

ることができる。

○ 生活

「３年生へジャンプ」

自分の成長を振り返って喜ぶとともに，

大きく成長した自分や支えてくれた人々

がいることに気づくことができる。

◆「ふえをふいて」（１０月） 
尊敬・感謝

お世話になっている人々に感謝の気持

ちを持って接しようとする心情を育て

る。 
＜家族以外の身近な人に対する感謝＞



Ⅴ 本時の指導

１ ねらい

身近でお世話してくれる人々の愛情に気付き，感謝しようとする心情を育てる。

２ 展開の大要

学習活動と主な発問 予想される児童の発言や心の動き 
（◇：研究にかかわる発問）

指導上の留意点

問

題

の

把

握

問

題

の

分

析

・

追

求

１ お世話になっている人について

話し合い，その時の気持ちを話し合

う。 

◇ 家の人にしてもらっていること

にどんなことがありますか。

お世話になった時にはどんな気

持ちでしたか。

２ 資料を読んで感想を発表し，話し

合いの方向をつかむ。

３ ぶどうを採りに行く親ぎつねの

気持ちについて話し合う。 

○ 親ぎつねはどんな気持ちでぶ

どうを採りに行ったのでしょう。

・ お母さんに食事を作ってもら

っている。うれしい。

・ 家の人に旅行に連れて行って

もらった。楽しかった。

・ 先生に勉強を教えてもらって

いる。勉強が分かってうれしい。

・ 交通指導員さんが横断歩道を

渡らせてくれる。ありがとうと

言いたくなった。

・ しまった，おこられる。

・ 子ぎつねがおなかがすいて

いるからおいしいものを取っ

てこよう。

・ できるだけ早く戻ってきて

子ぎつねにおいしいものを食

べさせてあげたい。

・ いくつも山を越えるのは大

変だけど，かわいい子ぎつねの

ためにおいしいものをとって

こよう。

・ 価値についての話合いが行わ

れるように，事前アンケートを

とり，お世話になっている人や

お世話になったときの気持ちを

発表させる。（研究の手立て１）

・ 多くの人々が自分たちの生活

にかかわっていることに気づか

せ，価値への導入を図る。 

・ 感想をもとに本時のねらいへ

の方向付けを図る。 

・ 親ぎつねの子ぎつねを思う気

持ちに気づかせるため，いくつ

もの山を越えて一生懸命かけて

いるという場面状況についてペ

ープサートを使いながらしっか

りとおさえる。

ぶどうがなっているわけが分かったとき，子ぎつねはどんな気持ちだ

ったか考えていきましょう。



４ 子ぎつねを守ろうとして大声で

叫んだ時の親ぎつねの気持ちにつ

いて話し合う。 
○ 大声でさけんだ時，親ぎつねは

どんな気持ちだったでしょう。

・ 子ぎつねが大変だ。 
・ 早く逃げて。

・ 自分はどうなってもいいか

ら子ぎつねを助けなくては。

・ 猟師や犬を恐れず自分が犠牲

になっても子ぎつねを助けよう

とする親ぎつねの思いについて

理解させたい。

・ ペープサートを活用して親ぎ

つねの思いを共感的に分かり合

うようにさせる。

価

値

の

感

得
・
理

解

５ 巣の近くにぶどうがなっている

わけに気づいたときの子ぎつねの

気持ちについて話し合う。 
◎ ぶどうがなっているわけが分か

ったときの子ぎつねの気持ちになっ

て吹き出しに書いてみましょう。

◇ 子ぎつねと同じような気持ちに

なったことはありませんか。

・ 自分のためにお母さんがぶ

どうを取ってきてくれたんだ。

・ 自分を守るためにお母さん

は猟師に撃たれてしまったん

だ，悲しい。

・ お母さん，ありがとう。

・ ぼくのためにいろいろして

くれたお母さんはすごい。

・ 「お母さん，お母さん―。」に

続く言葉を考えさせることで，

母親への感謝の気持ちを理解さ

せる。

・ プリントの吹き出しに記述さ

せることにより，親ぎつねの深

い愛情に気付き，心から感謝し

ている子ぎつねの気持ちに迫っ

ていく。

・ 子ぎつねと同じ気持ちになっ

た経験を語らせることにより，

感謝の気持ちにをより身近な物

として深く感じ取らせる。

（研究の手立て２）

・ 初めの意識と価値の変容の場面

での意識との違いを明確にさせ

る。 
６ 自分がお世話になっている人た

ちの気持ちについて話し合う。 

○ 家族はどんな気持ちでお世話

してくれていると思いますか。

・ お母さんは自分が元気にく

らせるように食事を作ってく

れていると思う。 
・ お父さんは私が楽しい思い

をするようにいろいろな所に

連れて行ってくれていると思

う。 
・ おばあちゃんは，ぼくにい

ろいろなことを教えようとし

ていろいろ昔のことを教えて

てくれたりしていると思う。 

・ 家族がお世話をしてくれる場

面を思い起こさせ，その人たち

がどんな気持ちで自分たちのた

めにお世話しているのか考えさ

せる。

・ 家族からの手紙を一人一人に

渡して読ませることにより，家

族が自分のためにどんな気持ち

でお世話しているのかを感じ取

らせる。

価

値

の

主

体

化

７ 教師の話を聞く。 ・ 自分たちに深い愛情を注いで

いてくれることに気づかせ，感

謝の気持ちをもたせながら今

後の意欲づけを図る。 




